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写真 1　
大麦現地圃場
（2019 年 3 月）

人 の 動 き

研究成果

中粗粒質土壌における大麦の穂数、精子実重に対する加里の増施効果
～麦づくりも基本は土づくりから～

栽培課　副主幹研究員　南山　恵
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注） 加里増施量 0㎏ /10a は 2016 ～ 2019 年産
　　　20kg/10a は 2018 ～ 2019 年産
　　　40kg/10a は 2019 年産の調査値

農業研究所の活動

表 2　加里増施による土壌中の交換性加里の変化

表 1　大麦現地圃場の土壌分析結果 （2016 ～ 2019 年産）

（kg/10a）

（mg/100g）

pH
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研究成果

新規薬剤の斑点米カメムシ類に対する防除効果
～ウンカ・ヨコバイ類にも効果あり！～

病理昆虫課　研究員　黒田 貴仁
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図 1　土壌中の交換性加里と穂数の関係
　　　 （2016 ～ 2019 年産）
注） 交換性加里は収穫時の調査値
　　　図中の†、 *、 ** は 10、 5、 1％水準で有意

図 1　富山県における主な斑点米カメムシ類
注） 左 ： アカヒゲホソミドリカスミカメ
　　　右 ： アカスジカスミカメ

図 3　各粉剤におけるカスミカメムシ類のすくい取り
　　　 虫数 （2019）
注） カスミカメムシ類 ： アカヒゲホソミドリカスミカメ及び
　　　アカスジカスミカメの合計
　　　品種 ： てんたかく （出穂期 7/22）
　　　畦畔管理を省略し、 カメムシ類が発生しやすい条件に設定
　　　出穂 3 日後、 10 日後の 2 回処理 （3kg/10a）
　　　図中の矢印は防除時期

図 2　富山県における主要な斑点米カメムシ類の水田内
　　　 すくい取り虫数の年次推移
　　　 （各年次、 8 月 5 日調査）

図 2　加里増施と穂数 ・ 精子実重の関係 （2018 ～ 2019 年産）
注 1） 交換性加里は収穫時の調査値　　C ： 対照区、 K ： 加里増施区 （K2O:20kg/10a）
注 2） A、 B は地区名　　1 ～ 4 は各地区の圃場番号
注 3） エラーバーは標準偏差
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研究成果

水稲品種「富富富」の刈取適期
～適切な収穫で「富富富」をさらに魅力的に～ 栽培課　研究員　板谷 恭兵

（現農研機構　主任研究員）

図 4　斑点米カメムシ類に対する各粉剤の防除効果
　　　 （2019）
注） 品種 ： てんたかく （出穂期 7/22）
　　　畦畔管理を省略し、 カメムシ類が発生しやすい条件に設定
　　　出穂 3 日後、 10 日後の 2 回処理 （3kg/10a）

図 5　斑点米カメムシ類に対する各液剤の防除効果
　　　 （2018）
注） 品種 ： 富富富 （出穂期 7/30）
　　　畦畔管理を省略し、 カメムシ類が発生しやすい条件に設定
　　　出穂 4 日後の１回処理 （エクシード剤は 2,000 倍液、
　　　スタークル剤およびキラップ剤は 1,000 倍液）

図 6　ヒメトビウンカ幼虫 図 7　ツマグロヨコバイ成虫

図 1　水稲の刈取適期のイメージ

図 8　ヒメトビウンカに対する各粉剤の防除効果
　　　 （2019）
注） 品種 ： てんたかく （出穂期 7/22）
　　　出穂 3 日後、 10 日後の 2 回処理 （3kg/10a）
　　　2 回目処理の 8 日後に調査

図 9　ツマグロヨコバイに対する各液剤の防除効果
　　　 （2018）
注） 品種 ： 富富富 （出穂期 7/30）
　　　出穂 4 日後の 1 回処理 （エクシード剤は 2,000 倍液、
　　　スタークル剤は 1,000 倍液）
　　　2019 年に粉剤でも同様の試験を行ったが、 同様の傾向

図 2　出穂後の積算気温と籾黄化率の関係
　　　 （2017 ～ 2019）
注） ㎡当たり籾数
　　　富富富 （適正籾数） ： 28,300 ～ 30,500 粒 / ㎡
　　　富富富 （過剰籾数） ： 32,600 ～ 37,600 粒 / ㎡
　　　コシヒカリ ： 28,800 ～ 30,500 粒 / ㎡

エクシード
粉剤DL

エクシード
粉剤DL

スタークル
粉剤DL

スタークル
粉剤DL

キラップ
粉剤DL

無処理 無処理

エクシード
フロアブル

スタークル
液剤10

エクシード
フロアブル

スタークル
液剤10

キラップ
フロアブル

無処理 無処理

800 900 1000 1100 1200 1300 1400
出穂後の積算気温（℃）

図 3　出穂後の積算気温と青米比率の関係
　　　 （2017 ～ 2019）
注） 青米比率は、 品質判定機 （静岡製機株式会社 ES-V）
　　　により青未熟粒と判定された玄米の割合を示す。

図 4　籾黄化率と青米比率の関係
　　　 （2017 ～ 2019）
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新 規 研 究 課 題  

図 5　「富富富」 と 「コシヒカリ」 における
　　　 籾黄化率と全胴割率の関係 （2017 ～ 2019）
注） 全胴割率は、 グレインスコープ （株式会社ケツト科学
　　　研究所） を用い、 軽微な割れを含むすべての胴割れを
　　　対象として測定した。

表　「富富富」 の刈取適期の目安

写真　「富富富」 の刈取適期となる籾の黄化程度

写真 1　肥料落下量の調整 写真 2　V 溝中の種子と肥料 写真 3　肥料の溶出率調査のため
　　　　　肥料を埋設した様子

使用する分析機器

アミノ酸分析計 食味分析計 テンシプレッサー
（有限会社タケトモ電機 HP より）

図 6　籾数の異なる 「富富富」 における
　　　 籾黄化率と全胴割率の関係
　　　 （2017 ～ 2019）
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写真 1　
大麦現地圃場
（2019 年 3 月）

人 の 動 き

研究成果

中粗粒質土壌における大麦の穂数、精子実重に対する加里の増施効果
～麦づくりも基本は土づくりから～
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注） 加里増施量 0㎏ /10a は 2016 ～ 2019 年産
　　　20kg/10a は 2018 ～ 2019 年産
　　　40kg/10a は 2019 年産の調査値

農業研究所の活動

表 2　加里増施による土壌中の交換性加里の変化

表 1　大麦現地圃場の土壌分析結果 （2016 ～ 2019 年産）

（kg/10a）

（mg/100g）

pH


